
 

 

 

 

 

 

 

校長  櫻井 雅彦 

生徒の１日の生活の中では、学校で生活する時間が最も長いはずです。中学生は、睡眠

時間より長い時間を友達や教師と学校で一緒に過ごします。学校生活が「元気で楽しく」

なければならない理由はそこにあります。毎日のことなので、それほど真剣に考えずに当

たり前のように過ごしてしまいますが、中学生にとっては、誰が近くにいるのか、友達関

係は良好か、居場所はあるかが、元気で楽しく過ごせる一つの要因になります。 

長い間学校にいるのだから、担任は常に生徒と向かい合っているのだろうと思われがち

ですが、小学校と異なり教科担任制では、担任がクラスの全ての生徒と話をするというこ

とさえ難しい状況です。授業で向き合う時間は、クラス全体と教師という状況になり、朝

の学活で気になる表情をしていた生徒とは、休み時間などの短い時間でしか話をすること

ができません。 

小山中では、生徒の自己有用感を高めるため、生徒一人一人に目を配り、その子が頑張

っていることを認める言葉掛けをしています。「褒めて育てる」よりも「認めて育てる」を

意識しています。認められることにより、自分の行いに自信が持て、自分が好きになりま

す。自分が好きになると、相手が自分のことをどう思うかという心配が薄れるため、友達

との関係もよくなってきます。 

10月の終わりに、各学年の行事が行われました。１年生は職場見学、２年生は職場体験、

３年生は修学旅行です。これらの学年行事では、日常の学校生活では得られない貴重な体

験をすることができました。また、学校では学ぶことができないことをたくさん学ぶこと

ができたことでしょう。コロナ禍の中、このような活動は中止すべきではないかと考えた

こともありましたが、教室では学べないことを学ぶチャン

スを潰してはいけないと思い、感染症対策を万全に行い実

行しました。生徒は、研修先や旅行先で出会う大人からた

くさんのことを感じとり、自分の行いと照らし合わせ、よ

りよい自分づくりの参考としています。体験を通してたく

さんのことを身に付けた生徒たちの、これからの活躍が期

待されます。 

 

 

令和２年度 小山町立小山中学校 学校だより 第10号 11月13日（金） 

小山中学校 WEB サイトにアクセスを！（日々更新中） 

http://www.fuji-oyama.jp/cgi-bin/schoolhp/06oyama/index.cgi（掲示板） 

http://www.fuji-oyama.jp/index_school_08oyama.html?vt=sp（学校だより） 

 

http://www.fuji-oyama.jp/cgi-bin/schoolhp/06oyama/index.cgi
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10月24日(土)～26日(月)に行われた３日間の修学旅行は、感染予防対策を徹底させ、予

定通りの行程で無事終了することができました。公共の場でのマナーを意識したり、お世

話になった方々へ感謝の気持ちを持ってお礼をしたり、多くの生徒が小山中生としての自

覚を持った行動ができたようです。バス移動での学級別研修がほとんどでしたが、古都の

文化にたくさん触れることができました。秋の京都を堪能できたのも大きな思い出のひと

つとなったことと思います。また、旅行期間中に、仲間のよさを見つけ、信頼関係を深め、

より一層学級や学年の絆を深めることにもつながったようです。今後もよりよい学年づく

りを意識し、修学旅行で学んだ様々なことを日々の学校生活で生かしてほしいと思います。 

 

 

 

10月29日(木)に後期生徒会活動方針と専門委員会の活動方針を決定する生徒総会がオン

ラインで行われ、新本部役員と専門委員長の提案によって無事承認されました。また、前

期生徒総会で討議した「メディアとの上手な付き合い方」を受け、今回の全校討議では「SNS

を利用していて困っていること」をテーマに各学級で意見を出し合いました。SNSの間違っ

た使い方によって人間関係でのトラブ

ルが生じている現状を踏まえ、今回は

「SNS上での人との関わり方」について

考えを深めました。困っていることへの

解決方法を集約して、小山中メディア活

用ルールを作成していきます。 



２年生は、10月26日(月)～27日(火)の２日間で職場体験を行いました。23の事業所の皆

様方に御協力と御指導を仰ぎながら、日常では味わえない貴重な体験ができました。事業

所を訪問すると緊張しながらも大きな声であいさつをしている姿、掃除を一生懸命に行っ

ている姿、厳しい訓練をしている姿、真摯に接客している姿など、学校生活ではなかなか

見ることのできない一面を見ることができました。また、職場の方と接することで、言葉

遣いやマナー、態度にまで気を配り、働くことがいかに大変で重要であるかを実感できた

ようです。職場体験で学んだことを今後の学校生活にも生かしてほしいと思います。 

   

   

１年生は、10月24日(木)にキャリア教育の一環として、町内で推進されている未来拠点

プロジェクトについて、地元企業等を視察しました。エネルギー開発エリア、次世代施設

園芸拠点など、今まで知らなかったことについて、町フロンティア推進課の職員の方から

詳しい説明を受け、理解を深めることができました。メモを取り興味を示しながら見学し

ている生徒が多くいました。この職場見学を来年度の職場体験につなげていきます。 

   

   



 

 

 

 

 11月５日(木)に緊急地震速報訓練を行いました。この訓練は、緊急地震速報を見聞きし

た際に、それぞれの場面に応じた身の安全を確保する行動をとることを目的として、全国

的に実施されました。緊急地震速報に対応した訓練は昨年度に引き続き、今回で２回目で

す。授業は教室だけではなく、特別教室やグラウンドでも行われているため、あらゆる場

所から安全な場所へ避難する必要性を考慮して実施しました。また、今回は初めて、各学

年でけが人が出たという設定で避難を行いました。その結果、学級委員長が先導してクラ

ス全体を避難誘導したり、動けないけが人を教師が担架で搬送して避難したりするなど、

状況に応じた適切な行動ができるかどうかの検証も行いました。 

これからも小山中学校では、様々な

状況を想定した避難訓練を実施して

いきます。そして、生徒一人一人の防

災意識を高めるとともに、緊急事態に

備えて適切な行動がとれる力を育成

していこうと考えています。 

日 曜 給食 行　事　予　定
1 火 〇 県学力診断調査（３年生）
2 水 〇
3 木 〇
4 金 〇
5 土 地域防災の日
6 日
7 月 〇
8 火 〇 学年集会
9 水 〇 専門委員会
10 木 〇
11 金 〇 読み聞かせ
12 土
13 日
14 月 〇 三者面談①　教育相談
15 火 〇 三者面談②　教育相談
16 水 〇 三者面談③　教育相談
17 木 〇 三者面談④　教育相談
18 金 〇 三者面談⑤　教育相談
19 土
20 日
21 月 〇
22 火 〇 集金日　生徒集会
23 水 〇
24 木 〇
25 金 〇 2学期終業式
26 土 冬期休業開始
27 日
28 月
29 火 年末年始の休業
30 水 年末年始の休業
31 木 年末年始の休業

各地区で地域防災訓練が行われます。

中学生は地域の即戦力として期待され

る存在ですので、各区の訓練内容にしっ

かりと協力してください。なお、当日は

小山中学校ジャージでの参加となりま

す。（足柄地区は中学生の参加はなし） 

 ３年生は三者面談、１･２年生は教育

相談（または希望による三者面談）が５

日間にわたって行われます。これまで

の学校生活や学習状況、部活動の様

子、また、冬休みのよりよい過ごし方

などについて、面談を行います。 

12月の行事予定 12月１日～12月24日 

部活終了 16:15 

完全下校 16:30 

 冬休みが始まりますが、事前に学級で

しおりを配布して生活面での指導をし

ていきます。家庭でもしおりの内容につ

いて御確認ください。 

 12月29日～１月３日まで学校は閉庁

となりますので、緊急時の連絡は役場

(76-1111)へお願いします。 


